
公益社団法人 大分県作業療法協会2025

認知症に関する活動計画（概要）

大分県作業療法協会では「認知症作業療法実践研修」を実施し、認知症支援にかかわる人
材育成に取り組んでいる。研修会では主に事例検討を行い、事例を通して評価や支援のあ
り方を学べる機会を作っている。その他、各種研修会への講師派遣や、地域のイベントに
参加し認知症に対する啓発活動を行っている。

認知症作業療法実践研修（2024年度）

■第1回 〔評価編〕 6月6日、日本作業療法士協会作成の「認知症作業療法評
価の手引き」を用い、評価の標準化とその結果を支援に
結び付けるため思考過程の整理を行った。19名が参加し
た。

■第2回 〔事例検討会〕 9月4日、評価から支援までの流れを一事例を通して検討
した。8名が参加した。

■第3回 〔支援編〕 12月17日、「認知機能に応じた目標設定とアプロー
チ」と題し、県立広島大学の久野真矢氏を講師に招き研
修会を実施した。36名が参加し、評価結果に基づいた目
標設定の方法について学んだ。

■第4回 〔事例報告会〕 3月11日、本研修会を受講した2名が事例報告を行い、
それぞれについてグループワークを行った。6名が参加
した。

認知症作業療法実践研修（2025年度）

2025年6月11日、今年度の第1回目として『評価』について
研修会を実施した。19名が参加した。
今後は、9月・11月に研修会を予定している。

認知症の人と家族の会との連携事業

運営委員1名が大分県中津市の家族会の集いに参加し、助言を
行っている。

2024年9月6日、大分県社会福祉介護研修センターからの依頼で介護予防推進事業に
係る「介護職員現任者研修」に講師を派遣した。10月23日大分県看護協会からの依頼で
「げんき教室」に講師を派遣した。

認知症に関連する研修会への講師派遣

啓発活動

2024年11月3日、大分大学の学園祭と同時に開催
されている開放イベントに参加し、地域の方々へ認知
症の啓発活動を行った。


